






The Application of Environmental Control Chambers for Research in Tropical Medicine.
Mitsuo KOSAKA, Nobu OHWATARI, Takaakira INOMOTO, Katsuhiko TSUCHIYA, Yoshito,
OKAMOTo, Fu•|Chun PENG•Cand Tetsuro ONO•iDepartment of Epidemiology and
Environmental PhysioIOgy，Institute forTrOpicalMedicine，MagasakiUniversity）
Abstract: Two environmental control chambers (A and B) designed specifically for the
study of the effect of thermal environment on man's physiological responses (A-cham-
ber) and animal's thermal acclimation (B-chamber) have been constructed in the
Institute for Tropical Medicine, Nagasaki University in April 1980. The available working
space of each chamber is 52.5m3 (4.30×4.80×2.54m). The four principal environment
factors affecting the human body which can be studied using these chambers are air
temperature (A: -10℃ to +60℃, B: +5℃ to +60℃), humidity (both A and B: 30
t0■ 95%), air movement (both A and B: less than 1 m/sec) and illumination (both A
and B: 0 to 1000Lux). Each of these factors can be controlled independently during
any investigation of thermoregulatory responses to a thermal environment. In order to
test the performance of two chambers, experiments on the physiological responses of
rabbits to heat and cold stress were performed. The specifications for the control of these



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Fig．11．Histogram of frequency analysis of
EMG（M．T．B＿）during cOld shivering
in rabbit（Roomtemperature：10℃）
EMG（M．T．B．）：M．tricepsbrachii
下では，280～310cycle／min，25℃の中性温度環
境条件下の場合に比べ少し減少している．一方，室
温10℃の寒冷環境条件下では，300～360cycle／
minの範囲で，ピークは320cycle／min　を示し，
中性温度環境条件下におけるheart rate　に比べ増
加している．
図11は，室温10℃における寒冷ふるえ（co1d
shivering）時の筋電図周波数分析結果である．図
より筋電位変化の周波数は，300～150Hzで160
Hz付近の筋電図が高頻度に記録されている・
考　　　　　察
自然環境をシミュレイ卜して実験室内で人工環境
を作る試みは，1930年代から急進展をしたといって
も過言ではない．しかし，実験室内で作られる人工
環境の制御には限りがあり，例えば，自然環境下で
の旧化にはAcc1imatization，人工気象室内での順
化にはAcc1imationと使いわけて，両者の差異を
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表示している．一般に，自然環境と対比して環境制
御装置の特長や欠点を調べるには，その装置の開
発．改良の歴史を両みるのもよい．さらに，新設の
人工気象室を評価するためのチェックポイントとし
ては，①装置の室内面の材質にもよるが，室内壁の
表面温度と室温の差やそれによる熱伝導．対流．放
射について考慮する事，②調和器からの空気は天井
全面より吹出され，調和器側の壁全面に吸入される
として，その際，室内の気流分布が問題となり，③
気流の不均一さは室内温度分布の不均一に直結する
と考え，④室内の負荷物体，たとえば，研究者や被
験者，実験動物，各種計器類一脳定位固定装置，D
Cレコーダ，血圧計・呼気ガス分析装置・各種ア
イソレーションボックス，トレッドミル，ベッド・
バランス，机，椅子などの室内配置と気流分布，特
に熱源（照明・ヒト．動物・計測器類）による室温
分布の乱れの有無などに注意を要する．さらに，⑤
装置の機関部の容量を調べて負荷物体の室内搬入の
許容範囲を検討したり，⑥空気噴出口で発生する騒
音の防止の良否，⑦シールドによる室内の照明落差
の有無，そして最も重要なチェックポイントとして
⑧或る室内気象条件から新たな設定条件に到達する
までの所要時間の長短，⑨設定条件と実測値との誤
差について調べればよい．今回，本研究所に設置さ
れた装置については，一応，現段階における最良の
策を講じて作られていると信ずる．
環境制御装置とデータ処理装置（ATAC450）を
組合せたウサギによる温度刺激実験及びその結果の
分析については，本論文では，熱帯医学研究分野に
おける環境生理学的なアプローチを示しており，今
後は，暑熱や寒冷に順化した動物を用いて温度スト
レスによる体温調節反応の差異を検索し，温度順化
の形成過程や体温調節中枢機序の解明に努力した
し、．
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